
2025 年度 福祉助成金（活動助成）成果報告書  

 

 

ふりが

な 
かぶしきかいしゃ いこいじゅうたく 

団体名 株式会社いこい住宅 

代表者
名 

小林 信弘 

連絡先 

住所 岡山市北区清輝橋 3 丁目 7-20 小林ビル 1F 

TEL 086-233-2202 

E-mail Iko.housing@gmail.com 

URL https://ikoi.group 

設立年
（西
暦） 

      1988 年 

助成活
動名 

外国人及び入居困難者の居住支援にかかわる事業 

助成額      500, 000 円 

活動内
容 

目的 

 
現在緊急時の一時シェルターとして弊社管理物件の空室と心理的瑕疵を家主に交渉し
て期間限定で使用しています。生活困窮者も日増しに増え、シェルターが足らない状
態も続いています。他、NPO との連携も図ってはいますが、今後もまだまだシェル
ターを必要とする生活困難者が増えていくと想像できます。それに伴い、シェルター
の維持費・運営費も自社負担だけではかなり厳しく助成金を受けたいと考えていまし
た。 
＊シェルターの増室 
外国人就労者や外国人留学生は、学費や生活費などで金銭的にゆとりもなく、居住先
が決まっていないとビザの取得や就労にも影響があります。 
生活に必要な家具や家電を買い揃える費用も無く、何もない状態で生活を 
しなくてはならない事が多く、住居だけでなくそういった相談も多く受けています。 
外国人留学生、外国人就労者にも普通の生活がしてもらえるように、居住を探すだけ
ではなく、入居後の安心で安全な暮らしを送ってもらえるように、生活必需品の貸し
出しや、生活家電の準備やお引越しのお手伝いにも費用が必要です。 
＊外国人居住支援、入居後支援 

内容 

路上生活者・生活困窮者・DV 被害者等、外国人留学生、一般外国人 
活動スケジュール：通年 
実施方法：弊社にて相談受付 
実施内容：相談内容によって緊急保護及び一時保護のためのシェルター入所の手続き
等 
想定参加人数・通年 230 人程度 
開催場所・岡山市北区清輝橋 いこい住宅 
・外国人留学生、一般外国人居住支援、 
活動スケジュール・通年 
実施方法：弊社にて相談受付（ホームページ・LINE・メール） 
実施内容：相談によって、内見、入居先オーナーへの代理説明 
翻訳アプリを使用しての契約・お支払い等、入居マナー・ライフラインについての説
明。 
想定人数：通年 36 人程度 
＊生活困窮者の入居支援、入居後支援 
＊外国人留学生、外国人就労者の入居支援、入居後支援 
 
 

https://ikoi.group/


 

当初の計画
からの変更

点 

外国人留学生、外国人就労者の居住支援、入居後支援を現状より円滑に進めていくた
めに、翻訳アプリの使用だけでなく、日本語堪能な外国人スタッフを弊社で雇用した。
外国人留学生の県外への転居の為の物件も案内し、現状入居が決定している。 
 
高齢者の入居相談者が増加している為、高齢者の入居後生活支援、家主への入居前説
明を実施し、高齢者の受け入れ物件が増えています。 
 

成果 

シェルターの利用料は生活保護受給の決定後に住宅扶助として行政から回収し 
家主に理解と信頼をいただけているかと思います。心理的瑕疵物件や、長期の空家対
策として家主に安価に提供してもらっている居室もシェルターとして利用することで
家主の経済的不安を安心へつなげることが出来ています。 
シェルターを増やすことで、受け入れの出来ない状況をなくし、路上生活者や、生活
困窮者の自立や生活の再建に繋げていくことが出来ています。 
外国人留学生や就労外国人の方へも居住支援、入居後支援をより円滑に行う為に翻訳
アプリの使用だけでなく、日本語堪能な外国人スタッフを弊社で雇用した事により、
外国人相談者の増加により 
国際的なつながりができ、外国人相談コミュニティが出来ています。 
「困ったことがあればいこい住宅へ相談すれば大丈夫」「友人に聞いてきた」「言葉の
わかる、言葉が通じる人がいる」 
来日はまだですが日本へ留学予定の方の入居相談も増えました。 
また、外国人富裕層に日本の収益物件の購入を促し、外国人居住支援につなげていけ
るように活動の輪も広げています。 
 
 

今後の
課題と
対応策 

＊後期高齢者相談が増加しています。ご親族もおらず、お一人で生活をしていたが、階段や少しの
段差が上がれない等で、転居相談。 
現在の住まいの老朽化での転居相談。 
⇒後期高齢者でご親族がいない為、物件家主 NG 
⇒一人暮らしで介護サポートも無い為、物件家主 NG 
⇒収入が年金のみエレベーター付きの低額アパート、初期費用が支払えない 
物件家主 NG 
様々な問題があります。 
 
今後の課題として、ご入居後の支援を行政や介護福祉サービス、医療機関と共に生活見守り、声掛
けを弊社スタッフ内で実施。声掛けだけでなく健康状況、生活状況も常に把握し、介護福祉へつな
げていけるように、ほう・れん・そう：報告・連絡・相談を行政、介護、福祉、医療機関との連携
を確立させていく為に、病院内の地域連携室や地域包括支援センターなどへの訪問を行っていま
す。 
後期高齢者、外国人留学生、外国人就労者のご入居前に家主や地域町内会への不安を取り除くため
に説明会を定期的に実施しご理解を頂く。定期説明会については、家主個人へも現在も実施してお
り、粘り強く話し合いを続けています。 
＊外国人就労者、留学生の増加 
今後は、外国人対応スタッフの雇用を増やし、入居、入居後相談、就労相談、プライベートな悩み
相談窓口を増設予定。 
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外国人留学生引越し荷物を運ぶ手伝い 
 
 

 


